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2．消防用設備等の地震被害事例 

本章では、表 1.2 で分類した部位ごとに過去の地震被害事例を類型化した。また、文献資料から

把握できる範囲で被害の原因についても記載した。以下、表 2.1～2.5 にその結果を示す。また、類

型化した被害事例は後述する第４章の「耐震設計・施工上の留意点」にも反映させ、その関連性に

ついても記載し、設計・施工へフィードバックがしやすいよう配慮した。なお、本表には機器本体

に起因する要因も含まれていることに留意願いたい。 

表 2.1 機器類系の地震被害（１） 

分類 部位 被害 被害原因 

本体の移動 
１．防振架台の強度不足のため 

２．耐震ストッパの取付不備のため 

架台の移動 ３．アンカーボルトの強度不足のため 

自動吸水装置の損傷 ４．スロッシング現象が発生したため 

フート弁の損傷 ５．フート弁が釜場に衝突したため 

呼水槽減水 
６．据付強度不足により本体が損傷し、貯流水が流出 

７．地震動により水槽内の水面が波打ちし、警報被害が発生 

付属機器等の脱落・損傷 ８．固定方法・据付強度不足のため 

サクション管フランジ部か

らの水漏れ 

９．ボルト、ナットの締付不足のため 

１０．配管の固定強度不足のため 

ポンプユニット 

（地階） 

吐出側可とう管継手の損

傷 
１１．フレキシブル管継手の支持・固定の不備のため 

アラーム弁本体の損傷 
１２．固定方法・据付強度不足のため 

１３．変位吸収できず本体フランジが損傷したため 流水検知装置 

付属機器等の脱落・損傷 １４．ねじ部の強度不足のため 

圧力スイッチが ON １５．固定強度不足のため 

起動スイッチの損傷 １６．取付壁面の破壊等の二次的被害 制御盤 

制御盤内部不調 １７．制御盤取付方法の不備のため 

受信機の機能不良 

１８．アンカーボルトの強度不足のため 

１９．壁が崩壊・変形したため 

２０．水濡れ（二次的被水）したため 

中継器の機能不良 ２１．壁・天井が損傷したため 

スピーカーの損傷 ２２．天井が損傷したため 

感知器の損傷 

２３．天井が落下したため 

２４．水濡れしたため 

２５．取付部の変位挙動により、光軸がずれたため 

警報設備 

配線の損傷 ２６．天井等が損傷し、断線・短絡・絶縁不良が発生したため 

本体の損傷 ２７．部分的な延焼により焼損したため 

①
機
器
類
系 

消火器/簡易消

火用具 消火薬剤の放出 ２８．落下・転倒したため 
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表 2.2 機器類系の地震被害（２） 

分類 部位 被害 被害原因 

水槽本体の損傷 
２９．水槽本体の強度不足のため 

３０．接続配管・支持物と変位が異なったため 

水槽移動・転倒 

３１．置き基礎が移動・破壊したため 

３２．機械基礎の縁から十分なへり空き寸法がないため 

３３．固定方法の不備 

（接着系アンカーボルトが正しく施工されていない） 

３４．アンカーボルトの強度不足のため 

（信頼性に欠けるアンカーボルトの使用） 

３５．地盤の変位、移動や揺れでコンクリート梁型基礎が損傷したため 

減水及び満水警報 

３６．地震動により水槽内の水面が波打ちしたため 

３７．ボールタップやオーバーフロー管等に損傷が生じたため 

３８．ステンレス製受水槽のパネル接合部で漏水したため 

３９．鋼板製水槽の中間間仕切部の側板パッキン部から漏水したため 

補給水槽 

(屋上) 

槽内配管の損傷 ４０．スロッシング現象が起きたため 

水槽本体の損傷 
４１．本体の強度不足のため 

４２．FRP 製水槽の上部が大きく揺れたため、天板パネルの隅部が損傷 

水槽移動・転倒 

４３．固定されていなかったため 

４４．基礎の強度不足のため 

４５．アンカーボルトの強度不足のため 

（信頼性に欠けるアンカーボルトの使用） 

消火水槽 

(パネル水槽) 

接続配管の損傷 

４６．水槽本体の移動・転倒したため 

４７．接続されている配管の支持不足により、揺れが増大したため 

４８．フレキシブル管継手の施工不備のため 

貯流水の流出 ４９．コンクリートの強度不足により、地中梁が損傷したため 

消火水槽 

(地下ピット) 接続配管の損傷 

５０．地盤変動・不等沈下が発生したため 

５１．配管、管継手の強度不足のため 

５２．建築躯体の歪等の二次的被害により、躯体貫通部分の管、及び管

継手が損傷したため 

貯蔵容器の移動・転倒

５３．組枠用架台が固定されていないため 

５４．格納装置のフレームが損傷したため 

５５．アンカーボルトの強度不足のため 

５６．貯蔵容器室の床・壁が損壊したため 

５７．貯蔵容器押さえの箇所数不足のため 

５８．ボンベ複数本が一緒に格納されていたことより、サポートが損傷した

ため 

起動用銅管の損傷 ５９．貯蔵容器と組枠が転倒し、管を損傷したため 

①
機
器
類
系 

ガスボンベ 

(CO2 ， N2 ， ハ ロ

ン) 

接続配管の損傷 
６０．壁アンカーボルトの損傷により、組枠架台が傾斜したため 

６１．貯蔵容器が移動したため 
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表 2.3 機器類系の地震被害（３） 

分類 部位 被害 被害原因 

本体等の移動・転倒 

混合器の損傷・漏れ 

付属機器等の脱落・損傷

６２．組枠用架台が固定されていないため 

６３．アンカーボルトの強度不足のため 

６４．基礎の強度不足のため 

６５．置き基礎が移動・破壊したため 

貯蔵槽 

(泡原液タンク、

粉末タンク、圧力

タンク） 
接続配管の損傷 

６６．フレキシブル管継手の施工不備 

６７．貯蔵槽本体が移動したため 

本体の移動・転倒 

起動用蓄電池盤の電槽

のひびわれ・転倒・漏液 

６８．基礎の強度不足により防振架台床が損傷したため 

６９．アンカーボルトの強度不足のため 

７０．床面の陥没により架台が傾斜したため 

配管の損傷 

（冷却水管・燃料用配管）
７１．支持・固定方法の不備のため 

燃料タンクの移動・転倒 

制御盤の移動・転倒 

非常用発電機 

付属機器（消音器）の損

傷 

７２．固定方法の不備のため 

７３．アンカーボルトの強度不足のため 

架台の移動 
７４．固定方法の不備のため 

７５．アンカーボルトの強度不足のため 

配線の断線 ７６．配線の余長不足のため 

電解液の流出 ７７．蓄電池盤内のバッテリーセルが転倒したため 

電槽の移動・転倒・損傷 

電極の湾曲・セルの損傷

蓄電池設備 

過放電による再充電不良

７８．固定方法の不備のため 

７９．アンカーボルトの強度不足のため 

受変電設備 トランスの移動・転倒 

８０．本体に耐震支持や固定がされていないため 

８１．基礎の強度不足のため 

８２．アンカーボルトの強度不足のため 

８３．架台アングルの強度不足のため 

配電盤・燃料タンクの転

倒・ずれ・損傷 

８４．基礎の強度不足のため 

８５．アンカーボルトの強度不足のため 

８６．上部の耐震支持不足のため 

制御盤内部の断線 
８７．制御盤の固定不備のため 

８８．制御盤が水濡れしたため 

①
機
器
類
系 

受電･配電盤 

外部電線の断線、短絡 

８９．配線取付け部の余長不足のため 

9０．充電部分が近接している箇所における短絡防止措置の不備のた

め 

9１．他の設備の転倒・落下により損傷したため 
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表 2.4 配管・配線系の地震被害 

分類 部位 被害 被害原因 

配管の損傷 

９２．配管の支持・固定方法の不備のため 

９３．配管が躯体や梁に固定されておらず、揺れが増大したため 

９４．躯体の貫通部（梁、壁、床等）において、貫通部周囲をモルタル等

で埋め戻しされていないため 

９５．建築部材の移動・落下又は機器・器具が移動・転倒したため 

９６．天井の揺れと配管の揺れが異なったため 

（巻き出し管や枝管に折損が発生） 

９７．その他設備と配管が近接していたため 

９８．大口径と小口径の接続部で、相互の振動数や振幅が異なったため

（たて管と横引き管の分岐部分に損傷が発生） 

９９．支持及び振れ止め（斜材）が適切に設置されておらず、配管自体の

揺れが増大したため 

１００．横引き配管と横引き管から分岐した配管の揺れや変位が異なった

ため（横引きり配管から分岐した配管のねじ継手部に損傷が発生）

１０１．フレキシブル管継手の変位許容量を超えたため 

１０２．エルボ部等の局部やねじ継手等、形状変化箇所に応力が集中した

ため 

ダクトの落下 １０３．振れ止め箇所数の不足のため 

ケーブルラックの落下 

１０４．固定方法の不備のため 

１０５．アンカーボルトの強度不足のため 

（上層階、屋上における幹線横引きケーブルラックの落下） 

（横引き） 

屋内配管・ダク

ト・電線管 

ねじ部の損傷 
１０６．ねじ部・溶接部の強度不足のため 

（エルボや巻き出し配管の継手部に、ねじ部の損傷や配管の抜け） 

（たて） 

屋内配管・ダク

ト・電線管 

配管の損傷 
１０７．横引き配管と横引き管から分岐した配管の揺れや変位が異なった

ため（横引き配管から分岐した配管のねじ継手部に損傷が発生） 

エキスパンション

ジョイント 
配管の損傷 

１０８．中層～上層部において、層間変位に追従できなかったため 

１０９．フレキシブル管継手の変位許容量を超えたため 

配管の損傷 
１１０．地盤変動、不等沈下、液状化が発生したため 

１１１．建築躯体の歪による二次的被害 

引込管（埋設） 

配管サポートの歪 １１２．配管の固定強度不足のため 

配管の損傷 

１１３．置き基礎が移動したため 

１１４．配管架台と躯体が固定されていないため 

１１５．配管架台と躯体の固定強度不足のため 

１１６．基礎の強度不足のため 

②
配
管
・配
線
系 

屋上配管 

屋上水槽の取付け部の

損傷 

１１７．フレキシブル管継手の変位許容量を超えていたため 

１１８．屋上水槽が移動したため 
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表 2.5 端末部系の地震被害 

分類 部位 被害 被害原因 

スプリンクラーヘッドの損傷

１１９．支持部材の強度不足のため 

１２０．振れ止め（斜材）の不足のため 

１２１．スプリンクラーヘッドの巻き出し管や枝管が、軽量鉄骨等丈夫な

下地に固定されていないため 

１２２．天井とスプリンクラーヘッドの揺れが異なったため 

１２３．天井材、家具、扉、ダクト等が衝突したため 

１２４．天井のふところが深く、天井の揺れが増大したため 

１２５．天井の落下に伴う道連れ（不適切な天井施工による天井の落下）

１２６．ねじ山の強度不足により、継手部が緩んだため 

感知ヘッドの損傷 
１２７．配管の固定強度不足のため 

１２８．ねじ込部が緩んだため 

フォームヘッドの損傷 １２９．感知ヘッドと同様な被害 

手動起動弁の脱落・損傷 １３０．配管の固定・据付強度不足のため 

水系ヘッド・起

動弁 

弁本体の損傷 １３１．感知配管固定強度不足のため 

ガス系ヘッド ヘッドの損傷 
１３２．駐車パレットの揺れにより、変形したため 

１３３．スプリンクラーヘッドの被害原因を参照のこと 

消火栓箱の損傷、開閉不良

１３４．格納箱の固定強度不足のため 

１３５．取付け壁面が崩壊したため 

１３６．ロックタイプは、歪が発生しやすく扉の開閉不良が起こりやすい 

起動回路断線 １３７．格納箱の固定強度不足のため 

ホースの散乱 １３８．ノンロックタイプは、内部格納品の崩れにより扉が開閉しやすい 

配管破断 １３９．溶接管理不備により、たて管溶接部にクラックが発生したため 

配管のずれ、変形・損傷 
１４０．配管の固定強度不足のため 

１４１．継手部の強度不足のため 

屋内消火栓 

フランジ継手からの漏水 
１４２．配管の支持・固定方法の不備のため 

１４３．継手部の強度不足のため 

消火栓箱の損傷・開閉不良
１４４．地盤変動、不等沈下、液状化が発生したため 

１４５．格納箱の固定強度不足のため 

起動回路断線 １４６．格納箱の固定強度不足のため 

接続配管の脱落 １４７．地盤変動、不等沈下、液状化が発生したため 
屋外消火栓 

埋設配管の損傷 
１４８．不等沈下により、ソケット接続部のねじ部が損傷したため 

１４９．建築躯体の歪による二次的被害 

誘導灯設備 本体脱落・損傷 
１５０．固定方法の不備のため 

１５１．部分的な延焼により焼損したため 

増幅器の転倒・落下、スピー

カーの落下 
１５２．固定方法の不備 

非常放送設備 

配線の断線 １５３．配線の余長不足 

③
端
末
部
系 

連結送水管 配管の破断、送水口の損傷 １５４．地盤変動、不等沈下、液状化が発生したため 




